
春を思わせる温かな陽を
浴びて，１５日に第６３回
卒業式が行われました。

本年度の卒業生は３名。式の中では，それぞれがこれまで培
ってきたことを，入場や礼・答辞等で発揮していました。また，
式終了後に全生徒によるさくら草の合唱が行われ，式に花を添
えました。さらに，保護者の方をはじめ，多数の来賓・地域の
方のご参列もいただきました。ありがとうございました。
これから卒業生は，それぞれの新しい地で，より

一層活躍することでしょう。そして，自分の夢を 新１年生を対象とした１日体験
叶えるでしょう。期待しています。 入学が３月１７日に行われました。教科

担任の説明を受け，中学生の気分を味わっていました。また，
今の１年生と同じ授業を受ける場面(写真)では，中学生が優
しくいろいろ教えていました。４月が待ち遠しいです。

今学期も学校評価を実施しました。
ＰＴＡ会員・準会員の方には別紙で
配付します。また，ホームページに

も掲載してあります。いただいた御意見は，来年度の教育活
動へ活かし，更なる向上をめざして参ります。

３月４日に最後のＰＴＡが
行われました。今年度も様々
なＰＴＡ活動にご協力いただ
きありがとうございました。
また，１名の方がＰＴＡ会員
を卒業されます。これまで長
い間，惜しみないご協力，本
当にありがとう
ございました。

２月の家庭学習の時間です。テスト前という
ことで，これまでより若干増加しています。が，
十分ではありません。ご家庭では「勉強を早く

しなさい」では

なく，「今日はど

れくらいがんば

ったの」「今日は

どんな学習をし

たの」といった

学習の内容が分

かる声かけが有

効ですので，お

願いいたします。
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の自覚をもたせる。

一事徹底事項： 明るく元気なあいさつをしよう

４月の生活努力目標

(予定)

○ ５日（火） 入学式準備(13:30~)
○ ６日（水） 新任式，始業式，入学式

○ ８日（金） 標準学力検査(11日)，
ＰＴＡ理事会

○１１日（月） いじめ問題を考える週間

○１３日（水） 授業参観・PTA総会・学級PTA
○１５日（金） 心電図検査（１年)，夜回り

○１６日（土） PTA主催歓迎会
○１９日（火） 全国学力学習状況調査

○２５日（月） 家庭訪問（～２７日）

○２７日（水） 内科検診（結核検診）

○２８日（水） 生徒総会
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最後の記念写真全校合唱

３学期の学校評価

ＰＴＡへのご協力感謝 おめでとう 各種受賞

○ ＰＣグラフィックコンクール
特選(真司君,啓君,夏南さん)

○ 県音研「春の祭典」
団体アンサンブルの部 銀賞

○ 実用英語技能検定
3級:麻矢さん，4級:孟志君

○ 漢字能力検定
準2級:希望君，5級:英里さん
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2/11～2/17の家庭学習時間
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今だからできることを

校長 河野 通芳

３月１１日に起きた東日本の大震災は，日を追うごとにそ

の被害の凄まじさが明らかになってきました。被災地と同じ

ようにここ鹿島も，海に面して日頃は海の恩恵をたっぷり受

けている土地柄です。その海が一度荒れ狂うと，このように

むごい存在に変わることを知り，慄然としました。卒業式で

は，出席者全員で黙祷を捧げ，犠牲者を悼みましたが，そこ

で痛感したのは，こうして無事に卒業生を送り出すことがで

きたことを心から感謝するとともに，被害に遭われた方のた

めに学校ぐるみで，今何ができるかを懸命に考え，実行する

ことだということでした。

今年は，新年早々の寒波襲来で，花壇が壊滅的な被害を受

けました。生徒の島立や新入生の歓迎に「花いっぱい鹿島中」

をと，主事の苑川さんを中心に先生方が協力し，花いっぱい

の花壇が蘇ってきました。しかし，卒業式の花「サイネリア」

はいっこうに花開きません。そんなとき西山小の先生方が，

自分の学校の花でよかったらと，快くサイネリアを貸してく

ださいました。卒業式のステージが花で埋まったのを見て，

困った時の善意が心にしみました。

今回の震災では，生徒会が立ち上がりました。自分たちの

気持ちが一刻も速く被災者に届くようにと，募金活動を始め

ています。先生方も協力して他にも何か力になれることはな

いか考えています。一年のまとめの忙しい時期で，卒業生は

自分の島立や高校生活への準備，ウミネコ留学生もふるさと

に帰る支度に追われていますが，その中でできることはない

か，一生懸命考えていると思います。はっきりとした形で，

それが表せるよう教師や親も支援していかなければいけない

と思っています。

３月は島立の季節です。今年は３名の卒業生と４名のウミネ

コ留学生が鹿島を巣立っていきます。先生方や学校に縁のある

方々にも鹿島を離れる方がいらっしゃると思います。鹿島に愛

着をもち，後ろ髪引かれる思いで，島立する人に，見送る者と

しては，友情や感謝の念がこれからも薄れていくことのないよ

う，例年のような華やかはなくても「今できる」すべての思い

を込めて，それぞれの島立を見送りたいと思います。


